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家事教室I D C男性のセカンドライフを応援！

12/9 ㊎ちょこっとクリスマス料理
1/9 ㊎かんたん中華料理
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　男性が自立した生活を送れるよう、家事を楽しむ
ことをテーマにした講座。「ちょこっとクリスマス料理」
では鮭のパン粉焼き・山芋のグラタン・サラダを作成。

「かんたん中華」では回鍋肉・トマトと卵のスープ・
豆苗とツナのサラダを作成。普段はほとんど料理を
されない方も「しめじが可愛く見えてくる」と言い
ながら集中して取り組まれている様子が印象的でした。
サラダを作る際には、単純に盛り付けるわけではなく、
ザルに黄身をスプーンで押し付けてミモザサラダにし
たり、料理のトッピングにも型抜きを使って
華やかにするなど、少し工夫することで食の楽しさが
より伝わったように感じました。
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6年1月26日(月)午前10時～14時
ダイバーシティセンター　多目的スペース
線石橋阪大前西口下車　石橋1-23 -6　ツナガリエ石橋5階）

日(月)から13日(火)2次元コードより申し込み下さい。
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 ル ー リ ー ピ ン

魯礼萍さんと一緒に
ギョウザづくり

呉服小学校 ほそごう学園

多文化共生事業

IDC 多文化共生講座IDC 多文化共生講座

第 3回多文化共生トークイベント
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問い合わせ 池田市ダイバーシティセンター
0 7 2 - 7 3 5 - 7 5 8 8
idc@city.ikeda.osaka.jp

I D C 国際理解教室
出前講座

　中国出身の魯さんから、ギョウザの作り方を
教えていただきました。ギョウザの皮作りは、
ほとんどの参加者が初体験。小さな麺棒を使い、
器用に、そしてあっという間にギョウザの皮を
伸ばしていく魯さんの姿に一同感心！見ている
と簡単そうに見えて、いざやってみると、とても
難しい作業でした。試食をしながら、魯さんを
囲んでみなさんからの質問タイム。池田での
生活やご家族のことなど、たくさんお話できま
した。かわいらしい魯さんの、意外な一面？！
も知ることができ、とても楽しい時間を過ごし
ました。

　南アフリカ出身のロビンさんに、
ご自身の国についてお話していただ
きました。多様な人種が共に暮らす
南アフリカには、１２の言語がある
こと（ロビンさんも３つの言語を
勉強していたこと）や、国旗に “白
人と黒人が共存する” という意味が
あることなど、とても興味深い話を
聞くことができました。動物やスポー
ツの話題は、クイズ形式で、子ども
たちも大盛り上がりでした。

　今回で 3 回目となった多文化共生トークイベントでは、4 人のパネリストの
皆さんに出身国のことや、仕事や家庭のこと、日本に暮らしている中で印象に
残ったことなど、身近なエピソードを聞かせていただきました。それぞれの
プレゼンテーションの後には、パネリストから会場の皆さんへ向けた質問、
そして会場の皆さんからパネリストの方たちへ向けた質問を相互に質問しあう
Ｑ＆Ａコーナーをしました。
　国も業種も違う 4 人の個性あふれるお話には、多くの気づきや驚きがあるの
と同時に、国境を越え深く共感することも多くありました。そして、4 人の
パネリストの皆さんとの対話には、多文化共生社会とは何かを考えるための
ヒントが沢山詰まっていました。

　呉服小学校 5 年生を対象に、
やさしい日本語について出前講座
を実施しました。子どもたちは、
学んだことを活かして、防災に
必要な様々な情報をやさしい日本
語にしてポスターを作成。IDC に
ほんごカフェで学ぶ皆さんに、
オンラインでプレゼンテーション
しました。「やさしい日本語」って、
簡単そうで難しいことを、みんな
で実感する時間になりました。

韓国

フランス・カナダ

アメリカ

インドネシア
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防災セミナー

防災って特別な仕事？～誰もが担い手になれる

地域づくり～

～誰もが担い手
になれる

2025年12月19日（金）

×

×

　災害は誰にとっても突然の出来事です。突然の「もしも」への
備え方は、一人ひとりの視点の違いを活かすことでもっとあたた
かくなるはずです。今回の講座では、性別や年齢、立場の違いを
超えて「皆で考え、皆で備える」防災の形を学びます。地域の担
い手として、災害時も安心して支え合えるコミュニティづくりを
めざしましょう。

場所　池田市役所7階　大会議室

講師　小山内　世喜子

申し込みは二次元コードから

一般社団法人男女共同参画地域みらいねっと代表理事、青森県防災アドバイザー、防災士

　2024年1月の能登半島地震以降、11回にわたって被災地穴水町などの
被災者支援に入り、避難所の開設、運営にも携わる。N H K ｢日曜討論｣
｢おはよう日本｣などに出演。第 5 回ジャパン SDG s アワードにて「特別
賞」受賞。国（内閣府、文部科学省）の有識者会議委員、内閣府男女共
同参画能登半島地震対応状況調査委員会委員、山梨県防災会議地震部会
委員も務める。青森市在住。

午後1時30分～3時30分

11月22日（土）受付スタート

定員　40名（先着順）
※本講演会には、市職員も参加します。

※自主防災組織の方は危機管理課へ
（072－754－6263）お申込みください。

072－735－7588

危機管理課　
072－754－6263

防災＝特別
な人の仕事

？

おさない　　　せきこ

主催　ダイバーシティセンター

地域づくり～

世界の暮らしが見えてくる

男女のパートナーシップのかたち

IWNチャレンジ支援金

交付式・修了式

いけだパパスクール

産後ケアとパートナーシップ

こころのケア講座

自分の気持ちによりそうために

　今回は「暴力の子どもへ
の影響とアタッチメント～
自分を癒し、安心の絆を育
む～」と題した講座でした。
熊田さんには、生まれたば
かりで自分と世界の境目が
ない状態を「カオスに生ま
れる」と表現し、快・不快
のみの世界に誰かが介入・
世話することで他人とのつ
ながりを覚えると解説して
いただきました。人は成長
の中で安全、危険を感じ分
ける「サバイバルスイッチ」

と危険時の「行動マニュ
アル」を獲得しますが、
暴力を受けることで常に
危険を感じる状態と
なり、それがトラウマに
繋がると理解できました。
　また、回復の過程で人
とのつながり・安心を体
感することでトラウマや
生きづらさにアプローチ
できることを学びました。

　２０２５年１２月６日に参加者
の皆さんの「チャレンジ宣言」を
もって、最終回を迎えた全 5 回の
プログラム IWN。２０２６年１月
２４日には修了式を行いました。
　瀧澤市長からの皆さん一人ひと
りへのメッセージと、１回目にお
越しいただいた浜田敬子さん、
３回目にお越しいただいた蒲生智
会さん、ファシリテーターの小安
美和さんからのメッセージが書か
れた修了証が、市長から皆さんに
手渡されました。

　また、プログラム内で提出
されたチャレンジ計画書の中
から、地域におけるダイバーシ
ティ社会の推進につながるもの
として、審査会にて選考された
チャレンジ計画を作成された
２名（中野さん、古川さん）にチャ
レンジ支援金を交付しました。

　産後ケア教室を運営する認定
NPO 法人マドレボニータの山本さ
んを講師として招き、プレパパと
育児中のパパ向けに産後のパート
ナーシップについて学びました。
　産後２年以内の夫婦の離婚率が
最も多い理由として、女性の心身
の変化はもちろん、環境の変化に
より男女ともに産後うつのリスク
が高いことが分かり、驚きの声が
上がりました。講座は山本さんの
リードのもと他の参加者との対話
を中心にリラックスした雰囲気で

進められ、理想のパートナー
シップの在り方や、そのため
にどのようなコミュニケー
ションが必要かを参加者自身
で表現することができました。

　小山内　世喜子さんをお招き
し、防災がいかに大切で自分た
ちがまずできることは何なのか
について、実際に撮影された
写真を見ながらご講演いただき
ました。

　後半はグループワークを
行い、災害時にも安心して
支えあえるコミュニティづくり
について学びました。老若
男女幅広い世代の参加者が
集まり、様々な意見を出し
合えたことで性別や年齢、
立場の違いを超えて「皆で
考え、皆で備える」という
テーマを共有することができ
ました。

オーストラリア編

　オーストラリアで暮らすローラさんとオンラインでつな
ぎ、オーストラリアの育児や働き方における男女の役割
分担、LGBTQ を含む多様性への配慮、女性のリーダー
シップ登用の現状などについて学びました。後半では
参加者との意見交換や質疑応答も行い、リアルなオースト
ラリアの現状を知ることができました。ローラさんからの

「色々な生き方で良い、違うことが当たり前」「Take it easy
（無理しないで）」という言葉をぜひ大切にしたいです。

メキシコ編

　メキシコで暮らす滝石
さんとオンラインでつなぎ、
女 性 大 統 領 の 誕 生 と
リーダーシップ、女性の
社会進出とその背景にある
文化や歴史、ジェンダーに
関する法整備と課題、メキ
シコでの子育てや働き方
などについて学びました。

　メキシコでは友達など信頼できる人は
皆家族という考えが根付いているそう
ですが、それは長い間国が不安定で国
から守られない分「家族」がセーフティ
ネットになっているためとのこと。陽気
で優しく多様な生き方を認め合う反面、
麻薬や差別などメキシコの長年の歴史や
経済状況から起こっている問題もまだ
まだ存在している現状を学びました。



今後の予定

I D Cの事業ご案内 　女性相談、外国人相談、日本語教室、子ども日本語教室のほか、様々なセミナーやイベント、出前講座を実施しています。
詳しくは市のホームページや広報誌、ダイバーシティセンターフェイスブックを見てください。
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男女共同参画事業


